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第
七
一
回

原
爆
文
学
研
究
会

○

日
時

二
〇
二
四
年
三
月
一
六
日
（
土
）

○

会
場

福
岡
大
学
文
系
セ
ン
タ
ー
棟
一
五
階
第
六

会
議
室
（
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
（Zoom

）
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
）

○

「
原
爆
文
学
」
再
読

―
後
藤
み
な
子
『
高
円

10

寺
へ
』

後
藤
み
な
子
『
高
円
寺
へ
』
に
向
か
う
た
め
に

楠
田

剛
士

個
別
性
を
読
む
と
い
う
こ
と

―
雑
誌
「
す
と
ろ

ん
ぼ
り
」
の
活
動
を
通
し
て

岩
下

祥
子

後
藤
み
な
子
「
高
円
寺
へ
」

―
〈
母
の
狂
気
〉

を
描
く
娘
―
作
家

栗
山

雄
佑

○

原
爆
文
学
研
究
会
総
会

第
七
二
回

原
爆
文
学
研
究
会

○

日
時

二
〇
二
四
年
六
月
二
九
日
（
土
）

○

Zoom

を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催

○

研
究
発
表

変
容
す
る
ま
な
ざ
し

―
大
庭
み
な
子
の
詩
の
分

析
を
主
題
に

―

望
月

裕
道

教
科
書
と
「
原
爆
文
学
」
Ⅳ

―
林
京
子
「
ギ
ヤ

マ
ン

ビ
ー
ド
ロ
」
を
中
心
に

中
野

和
典

◎

彙

報

第
七
三
回

原
爆
文
学
研
究
会

○

日
時

二
〇
二
四
年
一
〇
月
一
九
日
（
土
）、
一

〇
月
二
〇
日
（
日
）

○

会
場

一
〇
月
一
九
日

長
崎
大
学
教
育
学
部
四

一
番
教
室

一
〇
月
二
〇
日

長
崎
原
爆
資
料
館
平
和
学
習
室

【
一
日
目
】（
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
（Zoom

）
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
）

◯

研
究
発
表

「
ひ
ば
く
星
人
」
問
題
を
検
証
す
る
―
な
ぜ
「
問
題
」

に
な
っ
た
の
か
？

本
当
に
「
差
別
事
件
」
だ
っ

た
の
か
？

西
河
内

靖
泰

○
「
原
爆
文
学
」
再
読

―
井
上
光
晴
『
明
日

11

―
一
九
四
五
年
八
月
八
日
・
長
崎
』

『
明
日

―
一
九
四
五
年
八
月
八
日
・
長
崎
』
は
ど

の
よ
う
に
読
ま
れ
て
き
た
か
？

中
野

和
典

『
明
日
』
は
、
い
ま
も
な
お
〝
明
日
〟
た
り
え
て
い

る
の
か
？

川
口

隆
行

井
上
光
晴『
明
日

一
九
四
五
年
八
月
八
日
・
長
崎
』

再
読
の
た
め
に

畑
中

佳
恵

【
二
日
目
】（
対
面
形
式
の
み
で
開
催
）

◯

講
演

長
崎
原
爆
資
料
館
収
蔵
資
料
の
保
存
と
活
用
～
実

務
家
の
立
場
か
ら

奥
野

正
太
郎

◯

長
崎
原
爆
資
料
館
見
学

『
原
爆
文
学
研
究
』
投
稿
規
定

一
．
投
稿
資
格

本
誌
に
投
稿
で
き
る
の
は
、
原
則
、
本
研
究
会
会

員
の
み
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
編
集
委
員
会
か
ら
依

頼
す
る
原
稿
は
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二
．
投
稿
原
稿
の
類
別

投
稿
原
稿
の
類
別
は
、
批
評
、
論
文
、
書
評
、

詩
な
ど
を
著
者
が
指
定
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
縦

書
き
と
横
書
き
の
い
ず
れ
で
の
掲
載
を
希
望
す
る

の
か
も
合
わ
せ
て
指
定
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

雑
誌
全
体
の
書
式
を
整
え
る
た
め
、
必
ず
し
も
著

者
の
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

三
．
投
稿
方
法

原
則
と
し
て
メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
に
よ
り
、

投
稿
を
受
け
つ
け
ま
す
。
た
だ
し
、
メ
ー
ル
添
付

で
の
投
稿
に
不
都
合
が
あ
る
場
合
、
プ
リ
ン
ト
ア

ウ
ト
原
稿
に
、
原
稿
デ
ー
タ
を
保
存
し
た
Ｕ
Ｓ
Ｂ

メ
モ
リ
ー
等
を
同
封
の
う
え
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。

な
お
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
原
稿
・
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー

等
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

四
．
書
式

枚
数
の
制
限
は
特
に
も
う
け
ま
せ
ん
。
新
字
の

あ
る
も
の
は
、
な
る
べ
く
新
字
を
用
い
て
く
だ
さ

い
。
書
式
に
関
し
て
は
、
原
爆
文
学
研
究
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
い
る
縦
書
き
用
、

あ
る
い
は
横
書
き
用
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
使
用
し
な
い
場

合
に
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
注
は
、
縦
書

き
原
稿
、
横
書
き
原
稿
と
も
に
、
算
用
数
字
で
通



し
番
号
を
付
け
、
最
終
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
て
列
記

し
て
く
だ
さ
い
。

五
．「
論
文
」
の
査
読
と
査
読
結
果
の
通
知

「
論
文
」
枠
に
投
稿
さ
れ
た
も
の
に
関
し
て
は
査

読
を
お
こ
な
い
ま
す
。「
論
文
」
原
稿
の
採
否
の
決

定
と
通
知
は
、
編
集
委
員
会
が
選
定
す
る
査
読
者

に
よ
る
審
査
後
、
編
集
委
員
会
が
お
こ
な
い
ま
す
。

六
．
投
稿
締
め
切
り

「
論
文
」
枠
へ
の
投
稿
は
、
刊
行
予
定
時
か
ら
さ

か
の
ぼ
り
、
半
年
前
の
月
末
を
締
め
切
り
と
し
ま

す
。
そ
の
他
枠
へ
の
投
稿
は
、
刊
行
予
定
の
三
か

月
前
を
原
則
と
し
て
設
定
し
ま
す
。

七
．
そ
の
他

投
稿
者
は
、
投
稿
枠
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
自
の

原
稿
一
頁
（
機
関
誌
の
書
式
）
に
つ
き
一
〇
〇
〇

円
を
発
行
経
費
と
し
て
負
担
す
る
こ
と
を
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
ま
た
刊
行
か
ら
一
年
が
経
過
し
た
機

関
誌
は
、
原
爆
文
学
研
究
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
、
電
子
公
開
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

『
原
爆
文
学
研
究
』
編
集
委
員

後
山
剛
毅

加
島
正
浩

樫
本
由
貴

楠
田
剛
士
（
編
集
長
）

中
尾
麻
伊
香

中
野
和
典

長
野
秀
樹

野
坂
昭
雄

堀
本
嘉
子

松
永
京
子

山
本
昭
宏

編
集
後
記

前
回
担
当
し
た
二
〇
号
の
後
記
で
は
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
が
始
ま
っ
た
こ
と

を
書
き
ま
し
た
。
三
年
後
の
い
ま
も
戦
闘
は
続
い
て

い
ま
す
。
本
号
編
集
中
の
二
月
現
在
も
、
イ
ス
ラ
エ

ル
が
年
内
に
イ
ラ
ン
の
核
施
設
を
攻
撃
す
る
可
能
性

が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
情
勢
が
、
ト
ラ

ン
プ
米
大
統
領
の
再
選
に
よ
っ
て
ど
う
な
る
の
か
。

日
本
被
団
協
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
て
も
な

お
先
を
見
通
す
こ
と
は
困
難
で
す
。

暗
然
と
す
る
一
方
で
、
話
題
の
ド
ラ
マ
や
小
説
に

関
心
を
引
き
付
け
ら
れ
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

「
虎
に
翼
」
で
は
史
実
に
基
づ
い
た
原
爆
裁
判
が
、「
海

に
眠
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
で
は
端
島
に
暮
ら
す
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
の
被
爆
者
の
姿
が
描
か
れ
ま
し
た
。
第
一

七
二
回
芥
川
賞
の
安
堂
ホ
セ
『
Ｄ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ａ
』
で

デ

ー

ト

ピ

ア

は
フ
ラ
ン
ス
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
で
の
核
実
験
の
記
憶
が
、

同
直
木
賞
の
伊
与
原
新
『
藍
を
継
ぐ
海
』
所
収
の
「
祈

り
の
破
片
」
で
は
長
崎
の
被
爆
資
料
が
物
語
に
関
わ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
視
点
や
表
現
は
違
い
ま
す
が
、

先
行
き
不
明
の
現
代
に
お
い
て
歴
史
に
向
き
合
う
こ

と
が
新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

こ
う
し
た
作
品
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
本
号
掲
載

の
各
論
考
は
、
当
事
者
の
経
験
や
記
憶
を
問
題
化
し
、

南
太
平
洋
で
の
核
実
験
や
被
爆
資
料
へ
の
向
き
合
い

方
を
め
ぐ
っ
て
思
索
を
深
め
て
い
ま
す
。
問
題
の
引

き
受
け
方
は
読
者
次
第
で
す
が
、「
次
は
自
分
が
」
と

研
究
発
表
や
投
稿
の
ア
ク
シ
ョ
ン
に
繋
が
れ
ば
編
集

者
と
し
て
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。（
楠
田
剛
士
）

原
爆
文
学
研
究
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二
〇
二
五
年
二
月
二
八
日
発
行

編
集

原
爆
文
学
研
究
会

八
一
四
―
〇
一
八
〇

福
岡
市
城
南
区
七
隈
八
―
一
九
―
一

福
岡
大
学
人
文
学
部

中
野
和
典
研
究
室
気
付

発
行

㈲
花
書
院

八
一
〇
―
〇
〇
一
二

福
岡
市
中
央
区
白
金
二
―
九
―
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
九
二(

五
二
六)

〇
二
八
七

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
九
二(

五
二
四)

四
四
一
一

◇
書
店
に
な
い
場
合
は
「
地
方
小
出
版
流
通
セ
ン

タ
ー
扱
い
」
と
ご
指
定
の
上
、
書
店
に
ご
注
文

下
さ
い
。

◇
継
続
購
読
は
、
花
書
院
「
原
爆
文
学
研
究
係
」

に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
送
料
は
無
料
と
な
り

ま
す
。


